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市市 のの議議会会 いいまま
第２37号第２37号
令和8年（２０２6年）かかししははらら
3月定例会

3月2日～２7日開催

  P.2        / 本会議で審議した内容・結果P.2        / 本会議で審議した内容・結果

  P.5        / 委員会レポート  P.5        / 委員会レポート

  P.7        / 一般質問  P.7        / 一般質問

  P.14      / 役員改選の紹介  P.14      / 役員改選の紹介

  P.15　  / 意見交換会の公募について　  P.15　  / 意見交換会の公募について　

  P.16      / ぎかいからのお知らせ  P.16      / ぎかいからのお知らせ

橿原市内の小学校の給食時の様子です。本市は令和８年度小学校給食費の完全無償化を決定しました。令和
7年の 12月定例会にて市議会では、無償化にあたり、給食の質や量を確保するよう求める意見書を国に提出
しています。今後も子どもたちに安定して栄養価の高い給食が提供されるようチェックしてまいります。

表 紙 紹 介

1 月臨時会
１月 13日、28日開催



2かしはら市議会のいま　第 237号

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

もっと詳しく！

議員提出議案議員提出議案

市長提出議案市長提出議案

議案番号 案件名 議決結果

一般 議第１号 工事請負契約の締結 可決　全会一致

予算 議第３号 令和７年度橿原市一般会計補正予算（第７号） 可決　全会一致

条例

議第４号 橿原市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第５号 橿原市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第６号 橿原市の常勤の特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第７号 橿原市の一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 可決　全会一致

議第８号 橿原市消防団員等公務災害補償条例の一部改正 可決　全会一致

議第９号 橿原市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 10 号 橿原市立学校、幼稚園設置条例の一部を改正する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 11 号 橿原市学校給食共同調理場条例の一部改正 可決　全会一致

議第 12 号 橿原市国民健康保険税条例の一部改正 可決　賛成多数

議第 13 号 橿原市昆虫館整備基金条例の制定 可決　全会一致

議第 14 号 橿原市昆虫館条例の一部改正 可決　全会一致

議第 15 号 橿原市教育・保育の実施に関する条例等の一部改正 可決　全会一致

議第 16 号
橿原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営基準を定める条例及び
橿原市家庭的保育事業等の運営基準等を定める条例の一部改正

可決　全会一致

議第 17 号 橿原市しらかしこども広場条例の制定 可決　全会一致

議第 18 号 橿原市介護保険条例の一部改正 可決　全会一致

議第 19 号 橿原市手数料徴収条例の一部改正 可決　全会一致

議第 20 号 橿原市道路占用料に関する条例等の一部改正 可決　全会一致

予算

議第 21 号 令和７年度橿原市一般会計補正予算（第８号） 可決　全会一致

議第 22 号 令和７年度橿原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致

議第 23 号 令和７年度橿原市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決　全会一致

議第 24 号 令和８年度橿原市一般会計予算 修正可決　賛成多数

議第 25 号 令和８年度橿原市国民健康保険特別会計予算 可決　賛成多数

会議の結果会議の結果

議員提出議案

市長提出議案

議案番号 案件名 議決結果

特別委員会
変更

市庁舎建設事業等に関する特別委員会の名称変更及び付議事件の追加 可決　全会一致

特別委員会の構成人数の変更 可決　全会一致

条例 議第２号 橿原市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決　全会一致

一般会計の予算規模は一般会計の予算規模は
５６２億６、６００万２千円５６２億６、６００万２千円

（対前年度比 約９．８％、約５０億円の増加）（対前年度比 約９．８％、約５０億円の増加）

令和８年度一般会計当初予算が修正可決
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賛否の分かれた議案　賛否の分かれた議案　（決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

議
案
番
号

議
決
結
果

会派・議員名

自由民主党
橿原

自由民主党
藤原

好きやねん橿原
日本維新の会

一心 日本共産党
橿原市政
研究会

公明党 無会派

神
田
眞
美

細
川
佳
秀

谷
井　

宰

井
ノ
上
剛

橋
口
和
徳

吉
田
か
ず
き

森
本
え
み

今
井
り
か

大
保
由
香
子

竹
森　

衛

西
川
正
克

石
井
ひ
と
あ
き

井
上
ま
さ
き

杉
井
ゆ
う
す
け

西 

岡 

次 

郎 

坂
本
正
樹

森
前
美
和

芳
村
ひ
ろ
み

奥
田　

寛

矢
追
も
と

佐
藤
太
郎

う
す
い
卓
也(

議
長)

上
田
く
に
よ
し

議第 12 号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○

議第 24 号
【修正案】

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議第 24 号
【修正案を
除く原案】

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 25 号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 26 号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 27 号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 29 号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 案件名 議決結果

予算

議第 26 号 令和８年度橿原市後期高齢者医療特別会計予算 可決　賛成多数

議第 27 号 令和８年度橿原市介護保険特別会計予算 可決　賛成多数

議第 28 号 令和８年度橿原市共有財産処分特別会計予算 可決　全会一致

議第 29 号 令和８年度橿原市下水道事業会計予算 可決　賛成多数

同意

同意第 1 号 監査委員選任につき同意を求める 同　意

同意第 2 号 固定資産評価審査委員会の委員選任につき同意を求める 同　意

同意第 3 号 人権擁護委員の委員候補者の推薦 同　意

承認 承第１号 令和７年度橿原市一般会計補正予算（第６号）に関する専決処分の報告 承　認

報告 報第 1 号 令和８年度橿原市土地開発公社事業計画の報告 報　告

議第 12 号   橿原市国民健康保険税条例の一部改正

反対 国民健康保険税の課税限度額を１０６万円から１０９万円に引き上げるものとなっている。安心し
て医療を受けられる制度にすべきであり、反対する。日本共産党

議第 24 号　令和８年度橿原市一般会計予算（修正案を除く原案）

反対 市税の滞納者への督促方法を改めるべきである。また、不要不急の箱物は建てないこと、そして補
聴器の購入の補助など、市民に寄り添った予算にすることを提案して、反対する。日本共産党

賛成 令和８年度の市税収入は増収を見込んでいる。また、「子育てしやすいまち日本一」を目指し、小・
中学校の給食費の無償化等の予算を編成。財政調整基金の繰入れを前年度よりも減少させるなど、
財政健全化にも取り組んでいる予算編成だと判断し、賛成する。

公明党

主 な 討 論主 な 討 論 （決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）

〇賛成　×反対　－欠席　
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主
な
議
案
の
内
容

議第１１号　
学校給食をつくる施設の対象校を追加 

内容

　白橿共同調理場で、新たに香久山小学校の給食も調理できるように
します。 これにより、効率よく安全で安定した給食提供を目指します。

議第７号　

橿原市職員の給料や手当の見直し 

内容

　国の制度改正に合わせて、市役所職員の通勤手当やボーナスの支給
割合を見直します。 働く職員の待遇を整え、より公平な制度にする
ための改正です。

議第１３号　
昆虫館を守り育てるための基金を新設

内容

　企業から寄附されたお金を活用し、昆虫館の今後の整備に役立てるた
め、新しく基金（積立金）をつくります。 昆虫館を未来へ残していくた
めの取組です。

議第１７号　
子育て支援センターを「しらかしこども広場」

　  へ名称変更

　白橿にある子育て支援センターを名称変更し「しらかしこども広場」
として再スタートします。 子どもたちが遊べる場所、保護者が相談で
きる場所として、よりわかりやすく、使いやすい施設を目指します。

内容

議第２４号　
令和８年度 橿原市の一般会計予算案 

　令和 8 年度の橿原市の修正前の予算は 562 億 9,000 万円です。 
前の年より 50 億円以上増えており、子育て・福祉・教育・道路整備
など、さまざまな市民サービスに使われます。 審議の結果、最終的
に 562 億 6,600 万２千円で可決されました。

内容

議員提出議案

市長提出議案

議　案　紹　介議　案　紹　介
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
第
24
号　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算　
修
正
可
決

　
令
和
８
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
︑
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
の
燃
料
費
に

つ
い
て
は
︑
令
和
６
年
度
に
市
議
会
か
ら

提
出
し
た
１
０
０
条
調
査
特
別
委
員
会
の

報
告
で
︑
発
注
先
と
の
契
約
方
法
は
随
意

契
約
で
は
な
く
︑
一
般
競
争
入
札
が
正
し

い
方
法
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ

の
中
で
今
後
も
随
意
契
約
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
︑議
会
を
軽
視
し
て
い
る
。
今
後
︑

再
度
協
議
し
︑
課
題
の
整
理
を
行
っ
た
上

で
︑
再
度
燃
料
費
を
計
上
し
︑
提
案
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
︑
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
の

燃
料
費
を
２
分
の
１(

２
︑３
９
９
万
８
千

円)

減
額
す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

　
ま
た
︑
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
策
定

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
︑
委
員
か
ら
の
質

疑
や
理
事
者
の
答
え
の
中
で
多
く
の
疑
問

点
や
不
明
点
な
ど
が
出
て
き
た
。
そ
の
た

め
︑
今
後
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
一
旦

留
保
し
︑
議
会
と
協
議
し
た
上
で
事
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

問　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
つ
い
て
は
昨

年
︑
令
和
７
年
度
末
を
目
途
に
一
般
競

争
入
札
に
変
更
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
︑
令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
︑
一
旦
は
随
意

契
約
と
し
た
い
。
今
後
検
討
し
て
い
く

の
で
時
間
が
ほ
し
い
。

問

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
策
定

業
務
に
つ
い
て
︑
令
和
７
年
度
に
１
︐

２
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た
が
︑
令

和
８
年
度
に
も
１
︐
０
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
理
由
は
。

答　

令
和
８
年
度
に
予
算
計
上
し
て

い
る
理
由
は
︑
事
業
を
進
め
て
い
く
中

で
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
方
向
性
が
大

き
く
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
︑
令
和
７

年
度
は
素
案
と
し
て
策
定
し
た
。
令
和

８
年
度
に
お
い
て
は
素
案
を
基
に
市
民

の
意
見
や
学
識
者
等
の
知
見
を
入
れ
た

上
で
完
成
品
と
し
た
い
。

修
正
理
由

予
算
特
別
委
員
会

会議録

録画映像

予
算
の
修
正
案
提
出
の
流
れ

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
案

の
議
案
に
つ
い
て
審
議

⇐

委
員
よ
り
修
正
案
を
提
出

⇐

修
正
案
に
対
し
質
疑

⇐

修
正
案
の
採
決

修
正
案
を
除
く
部
分
を
採
決

⇐

主
要
な
施
策

昆
虫
館
の
改
修

事
業
費　

６
,
６
２
２
万
円

開
館
か
ら
約
35
年
が
経
過
す

る
こ
と
か
ら
︑
電
気
・
機
器

設
備
の
更
新
を
行
う
。

橿
原
運
動
公
園
の
整
備

事
業
費　

２
億
４
,
１
８
２
万
円

新
体
育
館
及
び
屋
内
プ
ー
ル

の
整
備
を
行
う
た
め
の
︑
地

質
調
査
や
設
計
等
を
進
め
て

い
く
。

こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
施
設
の
改
修

事
業
費　

２
億
４
,
０
３
０
万
円

ト
イ
レ
及
び
空
調
設
備
等
の

改
修
を
行
う
。

グランドデザイン

市が描く、概ね３０年後の街のあるべき姿や、それを実現
するための全体的な基本計画。

※

　
質
疑
の
後
︑
委
員
よ
り
一
般
会
計
予
算

案
に
対
し
一
部
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
議
第
24
号
に
つ
い
て
は
︑﹁
修
正

案
﹂・﹁
修
正
案
を
除
く
原
案
﹂
と

も
に
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

用語
解説
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

橿
原
市
地
域
防
災
計
画
の
改
正

五
井
町
市
有
地
に
お
け
る
企
業
立
地
事
業
の
進
捗

第
３
期
橿
原
市
教
育
大
綱
の
策
定

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
物
品
寄
附

　

今
後
の
売
却
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
令
和

８
年
度
に
売
却
企
業
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

選
定
し
︑
令
和
９
年
度
に

道
路
整
備
工
事
を
実
施

し
︑
土
地
の
引
き
渡
し
を

考
え
て
い
る
。

問　

造
成
や
地
下
埋
設
物
の

撤
去
は
市
で
は
行
わ
な
い
と
の

こ
と
だ
が
︑
土
地
を
購
入
し

た
企
業
が
費
用
を
負
担
す
る
の

か
。

答　

本
市
の
財
政
状
況
や
企

業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
︑
要
望
等

を
踏
ま
え
た
結
果
︑
必
要
な
部

分
の
み
を
企
業
の
費
用
負
担
で

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
第
３
期
橿
原
市
教
育

大
綱
は
基
本
理
念
に
基

づ
き
11
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
︑

教
育
政
策
の
６
つ
の
基

本
方
針
を
定
め
た
。

問　

社
会
教
育
の
部
分
で
文
化

芸
術
に
特
化
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
が
︑他
の
施
策
は
な
い
の
か
。

答　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
教
育
大
綱
に
は
社
会
教
育
に

関
す
る
記
載
が
少
な
い
が
︑
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
記
載
し
た
い
。

　
観
光
地
な
ど
の
環
境

整
備
を
す
る
た
め
の
事

業
に
対
し
て
︑
外
国

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

眼
鏡
型
の
自
動
翻
訳
機

能
搭
載
ス
マ
ー
ト
グ
ラ

ス
等
が
寄
附
さ
れ
た
。

問　

ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
使
用

す
る
者
は
担
当
職
員
だ
け
で
な
く

希
望
す
る
観
光
ガ
イ
ド
等
に
も
貸

与
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
使
用
方
法
が
複
雑
な
た
め
︑

基
本
的
に
は
担
当
職
員
が
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
︑
観
光
ガ
イ
ド

等
に
も
講
習
を
行
い
︑
使
用
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
説
明

市
の
説
明

市
の
説
明

建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

　
今
回
の
改
正
は
︑
災
害

に
関
連
す
る
各
種
法
律

の
改
正
内
容
や
国
・
県
の

防
災
計
画
の
改
正
内
容

を
踏
ま
え
︑
本
市
の
さ
ら

な
る
防
災
・
減
災
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
。

問　

計
画
の
中
に
﹁
最
低
限

の
社
会
経
済
機
能
の
確
保
﹂
と

あ
る
が
︑
病
院
な
ど
の
防
災
機

能
の
強
化
の
た
め
に
市
が
補
助

な
ど
を
行
う
の
か
。

答　

関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
が
︑
現
状
補
助
は
な
い
。

市
の
説
明

会議録

録画映像
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一
般
質
問

詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

橋口　和徳

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
本
市
に
お
け
る
市
営
住
宅
の
空
き
状

況
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
市
営
住
宅
４
６
３
戸
に
対
し
て
︑
現

在
の
空
き
住
戸
数
１
２
１
戸
で
︑
空
き

家
割
合
は
26
.
１
％
。
改
良
住
宅
は
︑

１
５
２
戸
に
対
し
て
︑
空
き
住
戸
数
67
戸
︑

空
き
家
割
合
44
％
。

問　
市
営
住
宅
等
に
つ
い
て
の
今
後
の
活

用
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

市
営
住
宅
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
︑

公
営
住
宅
法
や
地
方
自
治
法
と
い
っ
た
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
さ
ら
に
既
存
の

入
居
者
や
周
辺
地
域
の
皆
様
の
理
解
や
協

力
を
得
る
こ
と
が
大
切
。
今
後
︑
先
進
事

例
等
を
参
考
に
︑
適
正
な
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

答　
具
体
的
に
は
︑
３
つ
の
視
点
か
ら

組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
第
１
に

客
観
的
な
数
字
に
よ
る
編
成
。
第
２
に

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

配
慮
。
第
３
に
︑
ク
ラ
ス
編
成
の
組
織

的
な
チ
ェ
ッ
ク
。

問　
市
の
不
登
校
の
状
況
と
︑
国
や
県

な
ど
の
比
較
や
︑
不
登
校
の
要
因
原
因

を
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
不
登
校
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は

全
国
的
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
︑
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
今
後
の
ク

ラ
ス
編
成
に
活
用
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答　
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
環
境
に
お
い
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
実
感
し
︑
安
心
し
て
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
各
学

校
が
引
き
続
き
取
り
組
め
る
よ
う
︑
教

育
委
員
会
と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
。

好きやねん橿原
日本維新の会

小
学
校
の
ク
ラ
ス
替
え

市
営
住
宅
の
空
き

一般質問一般質問ってなに？

　一般質問とは、年 4 回（3 月、6 月、9 月、12 月）の定例会が開かれる際に、議員が議
案に関係なく、市が行うさまざまな事業の現況や問題点、将来の展望等について、市の考え
を質問するものです。答弁は市長や教育長、担当部局長が行います。
　質問する議員は、事前に質問事項を通告し、その内容に沿って一般質問を行います。

　議員１人あたりの一般質問の持ち時間は１時間以内（答弁を含む）としています。

一般質問とは

質問時間

問

答

「タイトル」 …

…

…

質問する議員が通告した、質問事項。

議員が市に対して行った質問。

議員の質問に対する市の答弁。

問　
不
登
校
や
い
じ
め
が
増
加
し
て
い
る

中
で
︑
児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
た
め
に
︑
ど
の
よ
う
な
考
え
で
ク
ラ
ス

編
成
を
行
っ
て
い
る
か
。
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
３
年
間
の
試
験
運
行
最
後
と
な
っ
た

昨
年
の
取
組
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答

AI
を
利
用
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
に
変
更
し
た
。
利
用
者
は
同

一
エ
リ
ア
で
昨
年
度
の
１
.
５
倍
︑
一
昨

年
度
の
５
倍
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

問　

本
格
運
行
の
期
間
は
ど
う
な
る
か
。

真
菅
地
域
南
部
へ
の
取
組
︑
真
菅
以
外
の

地
域
へ
の
拡
大
は
ど
う
な
る
か
。

答　
期
間
は
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
運
行

と
な
る
。
真
菅
地
域
南
部
及
び
真
菅
地
区

以
外
の
取
組
に
つ
い
て
は
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
取
組
が
必
要
。

の
る
ー
と
橿
原
ま
す
が
号
の
取
組

問　
ど
ん
な
内
容
か
。

答　

高
齢
あ
る
い
は
障
が
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
︑
家
庭
ご
み
を
収
集
場
所
ま
で

排
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
︑

個
別
に
ご
み
を
収
集
す
る
も
の
。
令
和
７

年
度
は
２
月
末
で
１
９
８
世
帯
。

問　
安
否
確
認
の
機
能
は
。

答　

早
期
対
応
の
観
点
か
ら
２
回
連
続

で
可
燃
ご
み
の
排
出
が
な
け
れ
ば
所
定
の

連
絡
先
に
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

西川　正克

会派

竹森　衛

録画映像は
こちら

▼

会派

問　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
が
各
自
治

体
に
下
り
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
か
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

答　

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
と
デ
ジ
タ
ル
ポ

イ
ン
ト
を
併
用
し
て
市
民
を
支
援
す
る

方
式
を
取
り
︑
金
額
は
１
人
当
た
り
７
︐

０
０
０
円
︑
郵
送
に
よ
る
配
付
時
期
は
６

月
下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
と
な
る
。
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
は
︑
市
内
登
録
店
で
の

み
利
用
で
き
る
地
域
ロ
ッ
ク
を
設
定
し
︑

橿
原
市
内
の
店
舗
等
に
限
定
し
て
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
︑
小
学
校
は
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金

と
し
て
国
と
県
が
負
担
す
る
た
め
︑
保
護

者
負
担
額
は
実
質
月
額
８
０
０
円
に
な
り
︑

中
学
校
は
全
額
保
護
者
負
担
。
市
と
し
て

は
保
護
者
負
担
額
に
対
し
て
︑
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
活
用
し
つ
つ
︑
不
足
分
を

市
の
単
独
費
用
で
補
填
し
︑
引
き
続
き
市

立
小
中
学
校
の
給
食
費
を
完
全
無
償
化
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

市
長
の
施
政
方
針
で
︑
橿
原
文
化

会
館
の
存
続
に
つ
い
て
明
言
が
無
か
っ

た
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
令
和
８
年
１
月
５
日
に
開
催
し

た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
︑
近
鉄

大
和
八
木
駅
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
︑
奈
良
県
と
本
市
が
連
携
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
大
和
八
木
駅
は
県
内
有
数
の
交
通

あ
る
い
は
交
流
の
要
衝
で
あ
り
︑
特
に

駅
北
側
の
再
整
備
は
︑
本
市
と
し
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
か
ら
一
貫

し
て
︑
大
和
八
木
駅
周
辺
の
交
通
の
利

便
性
の
高
い
位
置
に
あ
る
文
化
ホ
ー
ル

の
機
能
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
協
議
に
お
い
て
︑
橿
原
文
化
会
館
や
文

化
ホ
ー
ル
機
能
の
在
り
方
を
含
め
︑
大

和
八
木
駅
北
側
の
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿

に
つ
い
て
︑
本
市
と
し
て
の
意
見
を
主

張
し
て
ま
い
り
た
い
。
こ
の
ス
タ
ン
ス

に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
お
伝
え
し
た
い
。

日本共産党

日本共産党

橿
原
文
化
会
館
の
存
続

認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
く

橿
原
市
の
取
組

市
長
の
施
政
方
針
を
受
け
て

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用

補
聴
器
の
購
入
の
補
助

問　

昨
年
の
３
月
議
会
で
質
問
し
た
が
︑

そ
の
後
検
討
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

今
後
︑
で
き
る
だ
け
前
向
き
に

早
い
段
階
で
制
度
設
計
を
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
収
集
の
取
組

問　

国
で
認
知
症
基
本
法
が
成
立
し
︑

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

答　

誰
も
が
認
知
症
に
な
り
え
る
こ
と

を
前
提
に
︑
新
し
い
認
知
症
観
に
基
づ
き

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
本
市
と
し
て
は

事
業
期
間
を
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
の
３
か
年
と
す
る
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
と
一
体
的
に
進
め
て
い
く
。

※

デマンド型乗り合いタクシー

予約に応じて運行する、定時・定路線を持たない乗合型の
公共交通。

用語
解説
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　

近
年
︑
災
害
の
激
甚
化
に
よ
り
避

難
所
生
活
の
長
期
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
避
難
所
は
命
と
尊
厳
を
守
る
生
活
の

場
で
あ
る
。
本
市
の
避
難
所
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
︑
多

目
的
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
︑
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
等
の
備
蓄
状
況
は
。

答　

避
難
所
44
か
所
の
う
ち
︑
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
約
９
割
︑
多
目
的
ト
イ
レ
設

置
率
は
約
７
割
で
あ
る
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
等
は
分
散
備
蓄
し
︑
迅
速
な
提
供
体
制

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問　

避
難
生
活
で
は
情
報
確
保
も
重
要

で
あ
る
。
避
難
所
で
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

整
備
や
通
信
確
保
の
取
組
は
。

答　

現
時
点
で
整
備
は
な
い
が
︑
災
害

時
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
活
用
を
含
め
研
究
す

る
。

問　

衛
生
環
境
や
精
神
的
負
担
軽
減
の

た
め
︑
入
浴
支
援
や
洗
濯
環
境
の
確
保
︑

民
間
連
携
は
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
入
浴
施
設
と
の
協
定
は
未
締
結
で
あ

り
︑
今
後
協
議
を
進
め
る
。
洗
濯
環
境
に

つ
い
て
も
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
検
討

す
る
。

問　
市
有
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
緊

急
時
の
閉
じ
込
め
対
策
と
し
て
︑
防
災
備

蓄
品
の
導
入
検
討
は
。

答　
現
時
点
で
備
蓄
は
な
い
が
︑
設
置
可

能
性
や
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　
福
祉
と
は
︑
幸
せ
と
生
活
の
安
定
を

同
時
に
支
え
る
社
会
の
仕
組
み
の
こ
と
で

あ
り
︑
防
災
施
策
は
︑
言
い
換
え
れ
ば
福

祉
施
策
で
も
あ
る
と
も
言
え
る
。
市
長
よ

り
︑
今
後
の
福
祉
施
策
と
も
い
え
る
防
災

施
策
に
対
し
て
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

市
長　

避
難
所
環
境
の
向
上
は
市
民
の

生
命
と
生
活
を
守
る
重
要
課
題
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
順
位
を
見
極

め
つ
つ
︑
関
係
機
関
や
民
間
と
の
連
携
も

図
り
な
が
ら
︑
避
難
生
活
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

指
定
避
難
所
に
お
け
る
環
境
整
備
状
況
及
び

市
管
理
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
緊
急
時
対
応

坂本　正樹

会派

録画映像は
こちら

▼

問　
公
共
施
設
の
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
︑市
の
考
え
を
問
う
。
財
政
見
通
し
は
。

答　
今
後
30
年
間
で
約
８
２
７
億
円
が

必
要
だ
が
︑
約
３
３
５
億
円
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
︑
全
て
の
更
新
は
困
難
。

問　
計
画
の
実
効
性
は
。

答　
統
廃
合
等
の
方
向
性
は
示
し
て
い

る
が
︑
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
施
設

も
多
く
︑
合
意
形
成
に
時
間
を
要
す
る

場
合
が
多
い
。

問　
理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
判
断
し

な
い
の
か
。

市
長　
１
０
０
％
の
理
解
が
な
く
て
も
︑

説
明
を
尽
く
し
た
上
で
判
断
し
て
い
く
。

問　
判
断
の
先
送
り
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
に
対
し
て
は
。

市
長　
丁
寧
な
説
明
と
判
断
は
両
立
す

べ
き
で
あ
り
︑適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。

問　
統
廃
合
の
判
断
基
準
は
あ
る
の
か
。

答　
利
用
状
況
や
コ
ス
ト
等
を
総
合
的

に
判
断
し
て
お
り
︑
統
一
的
な
数
値
基

準
は
な
い
。

問　
基
準
が
不
明
確
な
ま
ま
で
は
市
民

の
理
解
を
得
に
く
く
︑
一
定
の
目
安
の
提

示
が
必
要
と
思
う
。
基
準
設
定
の
考
え
は
。

答　

一
律
の
数
値
に
よ
る
判
断
は
適
切

で
な
く
︑
現
時
点
で
設
定
予
定
は
な
い
。

問　
各
計
画
の
関
係
は
。

答　

公
共
施
設
等
管
理
計
画
が
基
本
方

針
と
な
り
︑
教
育
施
設
再
配
置
基
本
計
画

や
立
地
適
正
化
計
画
︑
そ
の
他
の
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
全
庁
的
に
連

携
し
て
い
る
。

問　

全
体
最
適
を
図
る
た
め
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
だ
が
︑
優

先
し
て
維
持
す
る
施
設
分
野
は
あ
る
か
。

答　

分
野
ご
と
に
一
律
の
優
先
順
位
は

設
け
ず
︑
個
別
に
判
断
す
る
。

問　

市
民
の
意
見
は
ど
の
段
階
で
反
映

さ
れ
る
の
か
。

答　

一
律
の
制
度
は
な
く
︑
施
設
ご
と

に
状
況
に
応
じ
︑
説
明
や
意
見
聴
取
を
行

う
。

問　

今
後
の
方
針
決
定
に
対
す
る
市
長

の
考
え
は
。

市
長　
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
︑

必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
判
断
し
方
向
性

を
示
し
て
い
く
。

石井ひとあき

会派

公
共
施
設
の
今
後
の
方
針

公明党

橿原市政研究会
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
本
市
に
お
い
て
︑
入
院
中
の
方
に
対

す
る
認
定
調
査
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

入
院
中
に
申
請
受
付
す
る
場
合
は
︑

治
療
が
終
了
︑
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
が
ゴ
ー

ル
に
近
づ
き
︑
退
院
予
定
日
が
お
お
む
ね

１
か
月
以
内
で
あ
り
︑
退
院
後
の
方
向
性

が
お
お
む
ね
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
受
付
を
し
て
い
る
。

問　
現
場
と
の
間
で
調
査
の
認
識
に
差
が

生
じ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答　
病
院
相
談
員
と
の
間
の
そ
ご
は
︑
医

療
従
事
者
側
と
介
護
保
険
認
定
を
す
る
側

の
︑
介
護
保
険
が
認
定
で
き
る
状
態
の
捉

え
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問　
現
在
︑
医
療
機
関
と
共
有
し
て
い
る

入
退
院
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
身
︑
内
容

等
に
つ
い
て
︑
共
有
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
か
。

答　
運
用
の
中
で
生
じ
た
課
題
を
把
握
し
︑

必
要
時
に
は
協
議
を
行
い
︑
改
定
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

問　

認
定
調
査
の
考
え
方
︑
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
︑
関
係
機
関

と
意
見
交
換
を
行
う
場
を
設
け
る
こ
と

も
必
要
で
な
い
か
と
考
え
る
が
︑
見
解
は
。

答　
本
市
が
主
催
し
て
い
る
在
宅
医
療

介
護
連
携
会
議
等
に
病
院
相
談
員
さ
ん

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
︑
お
互
い
の
職
務
に
対

す
る
理
解
を
深
め
︑
認
識
の
ず
れ
を
正

し
て
い
け
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
と
し
て
︑
高
齢
者
福
祉
︑
介

護
保
険
制
度
の
持
続
的
で
円
滑
な
運
用
︑

ま
た
︑
医
療
と
介
護
の
連
携
な
ど
に
つ

い
て
︑
ど
の
よ
う
な
考
え
で
取
り
組
ん

で
い
く
か
。

市
長　
介
護
の
現
場
で
は
深
刻
な
人
手

不
足
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

認
識
を
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
介
護

保
険
制
度
と
す
る
た
め
に
︑
ま
ず
は
介

護
予
防
へ
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
き
た
い
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
さ
れ
る
市
民
の
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
︑
高
齢

者
施
策
︑
そ
し
て
福
祉
施
策
に
さ
ら
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

杉井ゆうすけ

会派

西岡　次郎

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
現
状
及
び
推
進
に
つ
い
て
。

答　
本
市
の
実
施
回
数
は
２
年
間
で
27
回

減
少
し
て
お
り
︑
そ
れ
に
伴
い
献
血
者
数

も
減
少
し
て
い
る
。
要
因
は
︑
民
間
事
業

者
の
構
成
職
員
の
減
少
︑
在
宅
勤
務
者
が

増
え
た
こ
と
等
。
奈
良
県
全
体
で
も
毎
年

減
少
傾
向
に
あ
り
︑
少
子
・
高
齢
化
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
全
国
的
に
︑
若
年

層
の
協
力
及
び
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
︑
本
市
に
お
い
て
も
協
力
者
確
保
が
今

後
︑
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
で
市
民
に
啓
発
を
。

答　
献
血
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
︑

自
発
的
な
行
動
を
促
進
す
る
た
め
に
︑
献

血
の
呼
び
か
け
や
︑
市
内
の
献
血
場
所
の

情
報
が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

問　
市
役
所
内
の
雇
用
の
現
状
は
。

答　

法
定
雇
用
率
の
目
標
で
あ
る
２
.

８
％
に
は
届
い
て
い
な
い
が
︑
２
.
６
４
％

ま
で
改
善
し
て
い
る
。
採
用
試
験
は
継
続

し
て
実
施
し
て
お
り
︑
積
極
的
な
確
保
に

努
め
て
い
る
。
能
力
が
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

問　
市
内
企
業
へ
の
障
が
い
者
雇
用
支
援

の
取
組
は
。

答　
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
企

業
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
︑
制
度

の
説
明
︑
情
報
提
供
︑
助
言
︑
案
内
な
ど

活
用
に
つ
な
げ
る
支
援
体
制
を
行
う
。
助

成
制
度
の
周
知
に
も
努
め
︑
障
が
い
者
雇

用
に
取
り
組
み
や
す
い
職
場
づ
く
り
と
︑

市
内
企
業
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問　
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
参
加

を
進
め
る
う
え
で
︑
社
会
的
障
壁
を
取
り

除
く
合
理
的
配
慮
は
重
要
で
あ
る
。
一
般

就
労
へ
の
移
行
や
就
労
定
着
に
向
け
︑
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
︑
障
が
い
者

一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
支
援
と
な
る
よ

う
︑
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
は
じ
め
︑

個
々
の
就
労
条
件
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
い
く
。

橿原市政研究会

公明党

献
血
の
現
状
及
び
推
進

介
護
保
険
の
認
定
調
査

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
市
の
心
臓
部
で
あ
る
八
木
駅
前
の
商

業
・
準
商
業
地
域
で
の
個
別
計
画
は
︑
す

べ
て
交
通
渋
滞
を
増
や
す
要
因
に
な
っ
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
︑コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
が
進
ん
で
も
こ
の
地
域
へ
の
車
の
流
入

量
は
減
ら
な
い
。
渋
滞
解
消
計
画
が
必
要

で
は
。

答　
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
り
︑
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
頼
ら
ず
に
︑
徒
歩
・
自

転
車
と
公
共
交
通
に
よ
っ
て
快
適
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
道
路
に
つ

い
て
は
︑
国
道
・
県
道
の
整
備
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
︑
市
が
行
う
べ
き
対
策
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
市
役
所
を
例
に
取
る
と
︑
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
で
八
木
駅
周
辺
に
集
め
た
ほ
う

が
︑
公
共
交
通
網
が
発
達
し
て
い
る
の
で

車
が
減
る
は
ず
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て

い
る
が
︑
間
違
っ
て
い
て
︑
そ
の
考
え
が

交
通
渋
滞
を
呼
ん
で
い
る
。
道
路
改
良
に

つ
い
て
︑
国
・
県
だ
け
で
な
く
︑
市
の
力

で
図
面
を
変
え
て
い
く
考
え
方
が
あ
る
か
。

立
ち
退
き
料
等
は
市
役
所
本
庁
舎
跡
地
の

容
積
率
を
活
か
せ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
と

い
う
主
張
を
ど
う
思
う
か
。

答　
本
市
で
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
本
市
の
将
来
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
30
年
後
の
姿
を
︑
今
か
ら

描
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
庁
舎

に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
見
直

し
︑
考
え
る
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
財

源
に
つ
い
て
は
︑
事
業
を
行
う
際
に
︑
本

市
に
有
利
な
状
況
に
な
る
よ
う
国
や
県
の

財
源
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

橿
原
文
化
会
館
を
市
に
譲
っ
て
も

ら
う
の
は
ど
う
か
。
取
り
壊
し
に
８
億
円
︑

土
地
の
評
価
は
10
億
円
で
市
の
損
は
無
い
。

県
は
改
修
費
が
ゼ
ロ
に
な
る
。
万
葉
ホ
ー

ル
の
大
ホ
ー
ル
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

を
や
め
て
改
修
費
35
億
円
を
15
億
円
に
絞

り
︑
県
文
化
会
館
の
改
修
に
20
億
円
回
せ

ば
可
能
で
は
。

答　
奈
良
県
と
本
市
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
場
を
設
け
て
い
る
が
︑
現
時
点

で
︑
県
か
ら
譲
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と

は
議
論
し
て
い
な
い
。

奥田　寛

無会派

会派

録画映像は
こちら

▼

問　
若
年
層
の
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。

本
市
の
人
口
動
向
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答　

市
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
８
︐

０
０
０
人
減
少
し
︑
特
に
40
代
以
下
の
減

少
が
顕
著
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
︑

子
育
て
世
代
の
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

問　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
移
住
支
援
金

制
度
の
実
績
は
ど
う
か
。

答　
累
計
11
組
22
名
の
移
住
実
績
が
あ
る
。

問　
制
度
が
移
住
の
決
め
手
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

制
度
が
決
め
手
と
な
っ
た
方
は
０

件
で
あ
り
︑
効
果
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。

問　
そ
れ
で
も
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
と

言
え
る
の
か
。

答　
首
都
圏
か
ら
の
相
談
が
多
く
︑
ニ
ー

ズ
に
は
合
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
国
の
制
度
に
頼
る
だ
け
で
な
く
︑
本

市
独
自
の
見
直
し
は
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
関
係
人
口
要
件
の
追
加
に
よ
り
対
象

が
広
が
っ
て
い
る
。
加
え
て
︑
お
試
し
滞

在
補
助
や
移
住
者
交
流
︑
相
談
体
制
の
充

実
な
ど
︑
本
市
独
自
の
支
援
を
進
め
て
い

る
。

問　
婚
活
支
援
の
登
録
者
数
や
参
加
実
績

は
ど
う
か
。

答　
登
録
者
１
２
２
人
︑
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

数
も
増
加
し
て
い
る
。

問　
実
際
に
結
婚
に
至
っ
た
成
果
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
に
16
組
の
成
婚
報
告
が
あ

る
。

問　
民
間
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所
な
ど
と

の
連
携
は
有
効
で
あ
り
︑
今
後
︑
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
と
も
協
議
し
な
が
ら
取
組
を
広

げ
て
い
く
。

問　
移
住
・
結
婚
支
援
を
ど
う
連
携
し
定

住
促
進
に
つ
な
げ
る
の
か
。

市
長　

各
施
策
を
組
み
合
わ
せ
︑
総
合

的
に
人
口
減
少
対
策
を
進
め
る
。

吉田　かずき

好きやねん橿原
日本維新の会

会派

人
口
減
少
対
策
の
取
組

八
木
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

モータリゼーション

自動車が社会に広く普及し、人々の生活に欠かせないもの
になる現象のこと。

※

用語
解説
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録画映像は
こちら

▼

問　
大
和
八
木
駅
北
側
と
医
大
新
駅
の
街

づ
く
り
を
行
う
過
程
で
︑
今
後
の
市
民
と

の
意
見
交
換
の
予
定
は
。

答　
市
民
の
声
を
反
映
し
て
い
く
為
︑
今

後
も
説
明
や
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
︑

地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
市
民
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
︑
多

機
能
型
図
書
館
が
有
効
で
は
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　
生
涯
学
習
だ
け
で
は
な
く
︑
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
や
課
題
解
決
︑
将
来
の
街
づ

く
り
を
支
え
る
知
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
可

能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
の
図
書
館
は
充
実
し
て
い
る
が
︑

人
口
規
模
に
対
し
て
は
小
さ
す
ぎ
る
。
ま

た
︑
市
民
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
︑
万
葉
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス

だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。
ニ
ー
ズ

は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答　
現
在
の
図
書
館
エ
リ
ア
で
の
自
習
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
は
座
席
数
の
不
足
等
の
課

大
和
八
木
駅
北
側
お
よ
び
医
大
新
駅
周

辺
の
開
発
と
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方

題
が
あ
る
為
︑
難
し
い
。
満
席
に
近
い

日
も
多
く
︑
環
境
が
整
っ
た
学
習
場
所

に
対
す
る
需
要
は
高
い
と
認
識
し
て
い

る
。

問　
中
高
生
の
第
３
の
居
場
所
と
し
て

の
観
点
か
ら
も
︑
図
書
館
と
自
習
室
が

一
体
と
な
っ
た
施
設
を
整
備
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

答　

多
機
能
型
図
書
館
は
︑
現
代
の
生

活
様
式
や
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の

で
あ
り
︑
中
高
生
の
多
感
な
思
春
期
特

有
の
孤
独
感
の
軽
減
や
心
の
安
定
に
繋

が
る
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
こ
の
よ
う
な
事
を
総
合
的
に
考
え

教
育
委
員
会
と
し
て
︑
図
書
館
機
能
を

ど
の
様
に
位
置
づ
け
る
の
か
。

教
育
長　
子
ど
も
達
の
居
場
所
︑
地
域

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
の
機
能
を
備
え
る
事
に
よ
り
現

代
社
会
の
様
々
な
課
題
の
克
服
に
繋
が

る
。
生
涯
学
習
の
１
つ
の
柱
と
し
て
も

重
要
視
し
︑
今
後
の
図
書
館
の
在
り
方

を
街
づ
く
り
の
側
面
も
含
め
て
研
究
し

て
い
く
。

森本　えみ

会派

矢追　もと

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
万
葉
ホ
ー
ル
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
は
満

席
の
時
も
多
い
。
他
に
自
習
室
も
し
く
は

中
高
生
向
け
の
ユ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

直
ち
に
は
無
理
だ
が
︑
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
公
立
園
で
待
機
児
童
を
解
消
す
る
に

は
保
育
士
が
何
人
く
ら
い
必
要
か
。
そ
れ

を
満
た
す
採
用
は
行
っ
て
い
る
か
。

答　
担
任
保
育
士
が
27
名
必
要
。
正
規
職

員
は
採
用
で
き
て
い
る
が
︑
任
期
付
職
員

は
計
画
通
り
採
用
で
き
て
い
な
い
。

問　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
で
︑
任
期
付

の
保
育
士
の
採
用
機
会
の
増
加
を
要
望
し

た
。
令
和
５
年
以
降
実
施
し
た
か
。

答　
令
和
５・
６
年
度
は
機
会
を
増
や
し

た
が
︑
令
和
７
年
度
は
増
や
し
て
い
な
い
。

問　
１
名
で
も
多
く
採
用
し
た
い
時
期
の

は
ず
だ
。
採
用
機
会
の
増
加
と
分
か
り
や

す
い
周
知
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
︑
今

後
の
保
育
ニ
ー
ズ
と
少
子
化
の
推
計
を
と

り
︑
待
機
児
童
が
深
刻
な
期
間
に
集
中
し

た
処
遇
改
善
や
人
事
制
度
な
ど
︑
戦
略
的

な
取
組
の
実
施
を
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
検
証
も
踏
ま
え
な

が
ら
︑
保
育
士
確
保
に
努
め
て
ま
い
る
。

自
習
ス
ペ
ー
ス

好きやねん橿原
日本維新の会

無会派

待
機
児
童
の
解
消

詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

不
登
校
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
へ
の
支
援

問　
令
和
６
年
12
月
定
例
会
で
︑
保
護
者

に
対
し
︑
不
登
校
支
援
を
行
う
民
間
施
設

も
含
め
た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
要
望
。

﹁
積
極
的
に
周
知
す
る
﹂
と
回
答
さ
れ
た

が
︑
行
っ
て
い
る
か
。

答　
﹁
虹
の
広
場
﹂
に
相
談
あ
れ
ば
伝
え

て
い
る
。
一
覧
の
周
知
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
前
回
の
回
答
時
か
ら
動
き
が
後
退
し

て
い
る
。
民
間
施
設
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
︑
一
覧
を
HP
で
公
表
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
一
度
情
報
を
網
羅
し
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
公
表
の
方
法
を
具

体
的
に
検
討
す
る
べ
き
だ
。

答　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
精
査
し
て
情
報
を

整
理
し
︑
HP
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

学
校
図
書
館
の
充
実

詳
細
は
録
画
映
像
等
を
参
照
。
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録画映像は
こちら

▼

問　
給
食
を
通
じ
た
具
体
的
な
食
育
の

取
組
と
そ
の
教
育
効
果
は
。

答　
給
食
の
時
間
は
食
に
関
す
る
指
導

を
行
う
重
要
な
場
︑
生
き
た
教
材
と
し

て
食
育
を
推
進
。
毎
月
19
日
の
食
育
の

日
に
は
︑
テ
ー
マ
を
決
め
た
給
食
を
提

供
。
生
涯
に
わ
た
る
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
︑
自
己
管
理
能
力
の
育
成

を
図
っ
て
い
る
。

問　
令
和
８
年
度
実
施
の
給
食
費
無
償

化
を
︑
継
続
的
な
制
度
と
し
て
確
立
し

て
い
く
お
考
え
な
の
か
。

市
長　
健
康
︑
福
祉
や
教
育
施
設
︑
農

業
振
興
と
も
連
携
し
た
横
断
的
な
取

組
を
進
め
る
。
学
校
給
食
無
償
化
の

継
続
を
考
え
て
い
る
が
︑
年
間
約

５
億
４
千
万
円
の
予
算
が
必
要
。
国
の

交
付
金
約
３
億
円
︵
小
学
校
分
︶
を
差

し
引
い
て
も
約
２
億
４
千
万
円
の
市
負

担
が
生
じ
厳
し
い
。
今
後
は
国
の
動
向

を
踏
ま
え
︑
中
学
校
も
含
め
た
無
償
化

の
実
現
に
向
け
︑
国
・
県
へ
強
く
要
望

し
て
い
く
。

問　

市
販
薬
を
一
度
に
過
剰
摂
取
す
る

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
中
高
生
の
間
で
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
正
し
い
知
識
が
な
い
ま
ま

使
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
リ
ス
ク

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
学
校
現
場
で
の
医

薬
品
の
正
し
い
使
い
方
や
薬
物
乱
用
防
止

へ
の
取
組
は
。

答　
全
て
の
小
中
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止

教
室
を
実
施
し
︑
市
販
薬
の
正
し
い
使
い

方
や
過
剰
摂
取
の
危
険
性
に
つ
い
て
重
点

的
に
指
導
し
て
い
る
。

問　
関
係
機
関
が
連
携
し
︑
市
民
全
体
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
︑

今
後
の
啓
発
は
。

答　
相
談
内
容
に
応
じ
て
︑
専
門
的
な
窓

口
に
取
り
次
い
で
い
る
。
県
に
お
い
て
は

薬
務
・
衛
生
課
が
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す

る
事
を
所
管
し
て
お
り
︑
県
の
専
用
ペ
ー

ジ
を
市
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン

ク
を
張
る
な
ど
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

森前　美和

公明党

会派

録画映像は
こちら

▼

問　
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
は
︑
子
ど
も

が
危
険
を
感
じ
た
際
に
駆
け
込
み
︑
保
護

や
通
報
に
つ
な
げ
る
重
要
な
仕
組
み
で
あ

り
︑
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
見
守
る
取

組
。
本
市
に
お
け
る
登
録
数
や
配
置
状
況

を
市
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
︑

更
新
確
認
や
協
力
家
庭
の
意
思
確
認
︑
表

示
プ
レ
ー
ト
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
︑
現

状
と
今
後
の
在
り
方
を
問
う
。
あ
わ
せ
て
︑

い
ざ
と
い
う
時
に
確
実
に
機
能
す
る
体
制

づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

答　

各
学
校
区
で
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連

携
し
運
用
し
て
お
り
︑
市
と
し
て
一
元
的

に
把
握
す
る
仕
組
み
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

設
置
場
所
を
把
握
し
て
い
る
学
校
で
は
︑

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
意
思
確
認
や
プ
レ
ー
ト

の
点
検
・
交
換
を
実
施
。
通
学
路
マ
ッ
プ

の
作
成
や
下
校
指
導
で
の
周
知
も
行
っ
て

い
る
。
好
事
例
の
共
有
を
進
め
る
と
と
も

に
︑
輪
を
広
げ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
今

後
も
学
校
や
地
域
と
連
携
し
︑
周
知
の
充

実
に
努
め
る
。

問　

奨
学
金
の
多
く
は
貸
与
型
で
あ
り
︑

就
職
後
も
長
期
間
に
わ
た
り
返
還
が
続
く

た
め
︑
若
者
の
生
活
や
将
来
設
計
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
本
市
の
認
識
と
制
度
導

入
の
考
え
に
つ
い
て
︑
今
後
の
取
組
の
方

向
性
と
︑
若
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

向
け
た
施
策
の
重
要
性
を
問
う
。

答　
返
還
は
住
宅
費
や
生
活
費
と
重
な
り

家
計
に
影
響
し
︑
就
職
や
居
住
︑
結
婚
な

ど
に
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
県
内
で
も
制
度
導
入
が
進
ん
で

お
り
︑
本
市
も
他
自
治
体
の
取
組
や
効
果

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
制
度
設
計
や
財
政

負
担
︑
効
果
の
検
証
な
ど
に
つ
い
て
も
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
奨
学
金
返

還
支
援
は
若
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
一
方
で
財
政
負
担
や
制
度
の
持
続
性

の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

芳村　ひろみ

公明党

会派

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
実
効
性
向
上

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
た

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

子
ど
も
・
若
者
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
へ
の
薬
の
適
正
使
用

詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

食
育
の
推
進
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役
員
改
選
の
紹
介

役員名簿

新役員決定

議　長 副議長 監査委員

うすい 卓也 神田 眞美 今井 りか

常任委員会 　　　      　　 

特別委員会

総務

議会改革特別委員会

　下記の特別委員会の委員構成は、右記の QR コードから橿原市議会役員名簿をご覧ください。

市庁舎建設及び八木駅周辺整備事業等に関する特別委員会

県立医科大学・附属病院を核としたまちづくり事業等に関する特別委員会

市スポーツ施設の活用及び整備等に関する特別委員会

世界遺産登録に関する特別委員会

文教

厚生 建設

井ノ上剛

芳村ひろみ

佐藤太郎

上田くによし

吉田かずき

今井りか

うすい卓也

神田眞美

奥田寛

坂本正樹

西川正克

杉井ゆうすけ

細川佳秀

大保由香子

森本えみ

矢追もと

森前美和

井上まさき

西岡次郎
竹森衛

石井ひとあき

橋口和徳
谷井宰

 3 月定例会では、議長・副議長の選挙、監査委員の選任、各常任委員会・特別委員会・議会運
営委員会の委員の選任、委員長・副委員長の互選を行いました。任期は１年間となります。新
たな体制で円滑な議会運営に邁進してまいりますので、よろしくお願いいたします。

所管事務



15

 　

かしはら市議会のいま　第 237号

意
見
交
換
会
の
公
募
に
つ
い
て

編
集
後
記

私たちが議会広報委員会です！！

アンケート

　橿原市議会では、市内で活動する各種団体の方々との意見交換会を本年度も行います。
団体の専門性や知見を活かしたテーマや分野の中で、建設的な意見交換を行うことを目
的としています。

▼こちらの URL からも申込いただけます。
https://logoform.jp/f/GgAmK

◀申込ページの二次元コード

～橿原市議会と意見交換をしませんか～

各種団体との意見交換会を募集します

● 申込受付期間

  

《アンケートについて》
　前号の「かしはら市議会のいま」で実施
したアンケートには、たくさんのご意見を
お寄せいただき、ありがとうございました。
いただいたご意見は、今後の編集の参考に
させていただきます。誌面の都合ですべて
をご紹介することは難しい場合もあります
が、できるだけお声を反映できるよう努め
てまいります。

　スマートフォンやパソコンを使って、以下の二次元コードを読み
取るか、ＵＲＬから申込ページにアクセスし、お申し込みいただく
か、議会事務局（４７－３５２１）までお問い合わせください。

●申込方法 申込要件等はこちら

大保由香子大保由香子 吉田かずき吉田かずき 芳村ひろみ芳村ひろみ

矢追もと矢追もと 森本えみ森本えみ 今井りか今井りか

　こんにちは！私たちは議会広報委員会
です。 一人でも多くの方に橿原市議会
を少しでも身近に感じていただけるよ
う、言葉や紙面を工夫しながら編集して
います。 

　表紙では、たくさんの笑顔をお届けし
たいと思い、委員で撮影に伺っています。 

「こんな特集を読んでみたい！」というお
声や、ご意見等ございましたら、ぜひお
寄せください。

　また、市議会に対して知ってほしい現状や課題などを聞かせてい
ただき、解決に向けた提案等に結びつけていきたいと考えています。 
是非この機会にご応募お待ちしています。

令和８年７月１５日まで
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ぎ か い か ら の お 知 ら せ

議会の情報をもっと詳しく

ホームページ インターネット中継 会議録 かしはら市議会のいま
（バックナンバー）

議会報告会
第２回議会報告会を開催します！今回は令和８年３月定例会で行った予

算審査の報告と報告に対する質疑応答を実施する予定です。
　多くの方のご参加をお待ちしております。

日時

会場

内容

前回の様子

令和８年７月１８日（土）

１０時～（１時間半程度）
※事前の申し込みは必要ありません

令和８年１月２９日に「第１回議会報告会」を開催いたしました。
令和６年度の決算審査の報告を行い、いただいた様々なご意見を今
後の議会活動に活かしていきます。

令和８年度 予算審査について
予算とは、市が１年間に使う予定のお金のことです。毎年３月定例

会にそのお金について審査しています。今回はその審査結果につい

て報告します。

すみれホール ４階
橿原市内膳町１丁目２－２４

シクラメン
（会場：最大５０名程度）


